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協会インフォメーション

　本誌の掲載記事の中に該当するキーワードがあります。4文
字でお答えください。抽選で10名の方に弊協会ノベルティー
グッズを進呈します。（正解は、「初夏号」で発表）
　※当選発表は、景品の発送をもって代えさせていただき
ます。　　〔 応募締め切り：平成27年4月20日受付分 〕

【ご応募方法】    URL http://www.hochan.jp

　弊協会のホームページに掲載の
“「でんき保安」発行のお知らせ”に
ある「クイズ応募フォーム」から以
下の必要項目を入力しご応募くだ
さい。

　① お名前、景品の送り先ご住所 
　② クイズの答え
　③ 「でんき保安」誌をご覧になっての感想
　　　※なお、お送りいただいた個人情報は、
　　　　景品発送のみに使用します。

弊協会は、みなさまとともに“電気使用の安全確保”に取り組みます。
＜このコーナーは、設備診断技術研究会資料を弊協会が分かりやすく解説したものです＞

設備診断技術研究会は、昭和58年に社団法人日本電気技術者協会北海道支部の調査、研
究部門組織として設立され、北海道における電気技術者の保安技術の向上を図ることを目
的に電気事故の原因調査および防止に係る調査研究などを行っている組織です。
研究会の報告書を参考に、事故防止に努めましょう！

◎ 4文字 →

クイズ
問 題

クイズに答えて
応募しよう！

■ひとこと■
今回の事例は、開閉器に内蔵されている保護継電器用小型変圧器の二次側電線が短絡し、許容以上の電流が流れ過熱

焼損したため絶縁性能がなくなり、高圧側の事故に至ったものと推定されます。
制御装置本体は過電流遮断器などで保護されていますが、それより電源側については保護装置が無いのが一般的で

す。豪雪地帯に限らず屋外の電線類は暴風雨などによって、擦れて外装が傷つき、同様の事故が発生することもあるので
注意が必要です。

初秋号クイズの答え

　　　　　弊協会では、みなさまのご家庭に４年に１回、
定期調査で訪問しています。（一部地域を除く）定期調
査で実施する「分電盤点検」では、漏電検査と電線・端子
間の○○○○を行います。○に当てはまる語句をお答え
ください。 （ヒント：特集：3ページ）

（1）事故発生時は、湿り雪が降っていた。
（2）午前10時ごろ、電力会社の地絡方向継電器（DGR）が動作し配電用遮断器が開放、波及事

故となった。
（3）電力会社の社員と電気主任技術者がほぼ同時に到着して事故調査を行った。その結果、当事

業場が原因と分かったので、午後0時頃分岐開閉器を開放して、当事業場以外を復電した。
（4）その後、電気主任技術者が絶縁抵抗測定および詳細点検を実施した。
　 ・開閉器は赤相0MΩ、白相2,000MΩ、青相0MΩ。　　
　 ・制御線が固定金具に食い込んでおり、短絡の痕跡もあり。
（5）この結果、制御電源が短絡したため、開閉器内蔵の制御用変圧器（VT）に過電流が流れて、

VTが焼損したものと判断した。なお、VTは赤相～青相間に接続してあった。

（1）当該開閉器は1995年製で、製造後18年経過している。
（2）事故前に実施した月次点検では、目視による外観点検で開閉器本体および保護装置には

異常は見られなかった。

（1）保守不備（保守不完全）
　　保護継電器箱は地上高6.5mに取り付けてあったが、吹き溜まりにより直下まで積雪して
いた。このため、融雪とともに制御線が引っ張られ損傷したものと考えられる。

　　※電気事故報告書を作成する際に用いられる原因分類表による「保守不備（保守不完全）」
　　　　⇒巡視、点検、手入れ等の保守の不完全によるもの。

（1）豪雪地域では、保護継電器箱の取り付け位置を高くし、かつ定期的に除雪を行う。
（2）制御線が食い込まないように、固定部に緩衝材を使用する。
（3）定期点検時に、制御線の状況を確認する。

事故の状況

保守点検
状況等

原因

事故の
防止対策

「設備診断技術研究会」って
なぁーに？

設備診断技術研究会資料を読み解く！

雪により保護継電器用の
電源線が損傷・短絡し波及事故
雪により保護継電器用の

電源線が損傷・短絡し波及事故

なぜ電気
事故が起

きたのか

初秋号のクイズの答えは、「避雷器」でした。ご応募いただき、ありがとうございました。

制御線が雪に埋没 制御線損傷（左写真の拡大）

■締結済市町村
■新締結市町村

「災害時協力協定」締結のお知らせ

幌延町 平成26年10月16日

弊協会は新たに次の自治体と「災害時協力協定」を締結いたしましたのでお知らせします。

豊富町 平成26年10月17日 天塩町 平成26年10月17日
ご相談は、最寄りの
支部・事業所へ。

「冬の節電」を
呼びかけています！

2014年の冬の節電目標は、数値目標を
設けずに2014年12月1日（月）から2015
年3月31日（火）までの平日において節電が
求められています。
北海道地域電力需給連絡会（事務局：北海

道経済産業局、北海道）では統一節電ポス
ターを作成、関係機関と連携し全道に配布を
行い、一人ひとりの意識を高める取り組みを
行っていますが、弊協会も統一ポスターを増
刷し啓発活動に取り組んでいます。

北海道 技術・ビジネス交流会に出展
北海道で最大級のビジネスイベント「第28回北海道 技術・ビジネス交
流会」（ビジネスEXPO）が11月6日、7日の2日間、アクセスサッポロ（札
幌市）で開催され、弊協会も出展しました。2日間で来場者数が2万人を
超え、弊協会ブースにお立ち
寄りいただいたみなさまには、
デマンド自動制御模擬盤や欠
相事故模擬盤を用い、節電と
電気を安全にご使用いただく
PRを行いました。

羅臼町 平成26年11月27日 標津町 平成26年11月27日

ビルをイメージした模擬盤を用いて、
空調自動制御での節電を紹介

美唄市 平成26年12月3日滝川市 平成26年12月3日
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